
　石見地方の地域資源を活用した生活関連製品ならびに石見
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アライフスタイルリビング展」に出展しました。
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こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
地
域
経
済

の
疲
弊
が
進
む
今
日
、
そ
の
状
況
認

識
を
深
め
、
島
根
県
の
今
後
の
産
業

振
興
と
商
工
会
の
役
割
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
に
よ
り
、
二
十
一
商
工
会
が

一
体
と
な
っ
て
今
後
の
企
業
支
援
、

地
域
貢
献
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
部　

商
工
会
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　

第
一
部
は
商
工
会
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
と
し
て
、
講
師
に
中
国
経
済

産
業
局
の
長
尾
正
彦
局
長
を
迎
え
、

『
「
ど
真
中
」
中
国
地
域
を
元
気
発
信

地
へ
！
』
と
題
し
て
講
演
。
こ
の
な

か
で
長
尾
局
長
は
、
農
商
工
連
携
を

は
じ
め
と
す
る
国
の
各
種
中
小
企
業

施
策
と
そ
の
事
例
を
紹
介
し
て
、
こ

れ
ら
各
種
事
業
の
積
極
的
な
活
用
を

求
め
た
。

第
二
部　

商
工
会
役
員
大
会

　

開
会
に
あ
た
り
、
石
飛
県
連
会
長

が
主
催
者
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

こ
の
な
か
で
石
飛
会
長
は
、
県
内

商
工
会
地
区
は
厳
し
い
経
済
状
況
下

に
あ
り
、
商
工
会
は
こ
れ
ら
地
域
の

経
済
を
さ
さ
え
て
い
る
小
規
模
企
業

の
支
援
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
こ
れ
を
よ
り
強
化
し
実
効
を
あ

げ
て
い
く
た
め
に
は
、
二
十
一
商
工

会
が
一
体
と
な
っ
て
進
ん
で
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
地
域
貢
献
と
あ

わ
せ
、
更
な
る
活
動
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
と
挨
拶
。
来
賓
を
代
表
し
て

挨
拶
を
行
っ
た
溝
口
島
根
県
知
事

は
、
県
内
商
工
業
の
振
興
に
対
す
る

商
工
会
の
役
割
は
極
め
て
重
要
で
、

こ
の
厳
し
い
経
済
状
況
に
あ
っ
て

二
十
一
商
工
会
が
一
堂
に
会
し
、
こ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
こ
と
は

大
変
意
義
が
あ
る
と
挨
拶
を
行
っ

た
。
続
く
長
尾
中
国
経
済
産
業
局
長

の
挨
拶
の
後
、
全
国
連
寺
田
専
務
理

事
か
ら
、
『
商
工
会
・
時
代
に
合
わ

せ
自
己
改
革
を
！
』
と
題
し
て
、
商

工
会
の
活
動
を
ス
テ
ッ
プ
１
か
ら
ス

テ
ッ
プ
３
ま
で
に
わ
け
て
、
今
後
の

方
向
と
組
織
強
化
な
ど
の
必
要
性
に

つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。

　

こ
の
あ
と
、
今
年
度
の
商
工
会
女

性
部
全
国
大
会
に
出
場
し
た
、
ま
つ

え
南
商
工
会
の
高
木
恵
子
副
部
長
が

主
張
発
表
を
行
い
、
最
後
に
岩
成
県

青
連
会
長
が
、
大
会
決
議
を
読
み
上

げ
て
、
参
加
者
は
拍
手
を
持
っ
て
そ

の
決
議
を
確
認
し
た
。

第
三
部　

情
報
交
換
会

　

商
工
会
・
県
連
、
来
賓
合
わ
せ
て

百
余
名
の
参
加
を
得
て
、
情
報
交
換

会
を
開
催
。
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ

に
、
商
工
会
や
ブ
ロ
ッ
ク
の
枠
を
超

え
て
懇
談
や
名
刺
交
換
の
姿
が
見
ら

れ
た
。

　

ま
た
、
来
賓
の
方
々
と
直
接
意
見

交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、

商
工
会
に
対
す
る
認
識
を
更
に
深
め

る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
有
意
義
な
時

間
と
な
っ
た
。

　

な
お　

大
会
で
決
議
さ
れ
た
内
容

は
次
の
と
お
り
。

　

十
一
月
二
十
六
日
㈭
、
松
江
市
の
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
に

お
い
て
、
県
内
全
商
工
会
か
ら
百
十
八
名
の
役
職
員
参
加
の
も

と
、
溝
口
島
根
県
知
事
を
は
じ
め
多
数
の
来
賓
を
迎
え
て
、
平
成

二
十
一
年
度
島
根
県
商
工
会
役
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。

平
成
二
十
一
年
度

島
根
県
商
工
会
役
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

島
根
県
商
工
会
役
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

一
、
巡
回
指
導
の
強
化
に
よ
る
会
員

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る

一
、
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
会
員
増

強
に
取
り
組
み
商
工
会
組
織

強
化
を
図
る

一
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
商
工

会
財
政
基
盤
の
強
化
を
め
ざ

す

一
、
農
商
工
連
携
・
地
域
資
源
活
用

に
よ
る
特
色
あ
る
地
域
産
業

の
創
出
を
推
進
す
る

一
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
活
動

を
積
極
的
に
推
進
す
る

大
会
決
議
（
抜
粋
）
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大
会
で
は
、
ま
ず
石
澤
大
会
会
長

が｢

経
済
は
最
悪
期
を
脱
し
た
と
は

い
え
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。
中
小
企
業
対
策
の
一
層
の
拡

充
強
化
を
強
く
要
望
す
る
。

　

商
工
会
に
は
、
中
小
・
小
規
模
事

業
者
へ
の
き
め
細
か
い
巡
回
訪
問

と
、
疲
弊
の
色
が
濃
い
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
維
持
の
中
核
的
機
能
を
果
た

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

来
年
は
商
工
会
五
十
周
年
を
迎
え

る
。
商
工
会
で
は
、
巡
回
訪
問
が
あ

ら
ゆ
る
活
動
の
出
発
点
で
あ
る
。
会

員
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
、
信
頼
さ
れ
る

商
工
会
と
な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い｣

と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
皆
さ
ん
か
ら
、

「
中
小
・
小
規
模
事
業
者
は
日
本
の

底
力
で
あ
り
、
こ
れ
を
支
え
る
の
が

政
府
の
責
務
」（
瀧
野
内
閣
官
房
副

長
官
）
、
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復

活
の
た
め
農
商
工
連
携
等
が
大
切
。

ま
た
年
末
年
度
末
の
対
応
を
的
確
に

行
う
た
め
、
金
融
円
滑
化
法
を
成
立

さ
せ
た
い
。
と
も
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
」(
直
嶋
経
済
産

業
大
臣)

、「
経
済
対
策
で
四
・
八
パ
ー

セ
ン
ト
の
経
済
成
長
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
。
し
か
し
そ
の
実
感
は
な
い
。

も
っ
と
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
、
そ
れ

に
応
え
て
い
く
の
が
我
々
の
責
務

だ
」（
自
民
党
大
島
幹
事
長
）
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

こ
の
あ
と
末
武
全
女
連
会
長
か

ら
、
①
継
続
的
な
景
気
対
策
、
中
小
・

小
規
模
企
業
対
策
の
拡
充
、
②
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
、
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
、
③
支
援
機
能
・
サ
ー
ビ

ス
強
化
に
よ
る
会
員
組
織
率
の
向
上

を
三
本
の
柱
と
す
る
意
見
表
明
が
行

わ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
く
大
会
決
議
案

が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

　

昨
年
末
か
ら
、
急
激
な
経
済
情

勢
の
悪
化
に
伴
い
雇
用
情
勢
は
大

変
厳
し
い
状
況
が
続
き
、
本
県
の

障
害
者
の
就
職
件
数
は
九
月
末
現

在
二
百
九
件
と
前
年
比
五
％
減
少

で
厳
し
い
状
況
が
つ
づ
い
て
い
ま

す
。

　

平
成
二
十
二
年
七
月
か
ら
改
正

障
害
者
雇
用
促
進
法
の
施
行
に
伴

い
事
業
所
は
さ
ら
に
積
極
的
な
障

害
者
雇
用
の
促
進
に
取
り
組
む
必

要
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
島
根
労

働
局
長
・
島
根
県
健
康
福
祉
部
長

が
十
一
月
四
日
、
松
江
商
工
会
議

所
会
頭
室
で
商
工
会
連
合
会
の
石

飛
善
和
会
長
な
ど
経
済
四
団
体
の

代
表
に
対
し
次
の
要
請
が
あ
り
ま

し
た
。

　

以
上
、
管
内
事
業
所
に
対
し
積
極

的
な
障
害
者
雇
用
維
持
・
雇
用
機
会

の
促
進
を
周
知
願
い
ま
す
。


在
職
中
の
障
害
者
雇
用
維
持
に
つ
い
て

　

障
害
者
が
一
旦
離
職
す
る
と
再
就
職
が

困
難
な
こ
と
か
ら
、
障
害
者
の
雇
用
の
維

持
が
図
ら
れ
る
よ
う
特
段
の
努
力
の
お
願

い
。


一
人
で
も
多
い
障
害
者
雇
用
の
促
進
に

つ
い
て

　

県
内
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
し
て
い

る
千
二
百
人
以
上
の
障
害
者
や
福
祉
施
設

等
を
利
用
し
な
が
ら
一
般
就
労
を
目
指
し

て
い
る
障
害
者
の
雇
用
機
会
を
確
保
す
る

た
め
、
一
人
で
も
多
く
の
障
害
者
雇
用
の

促
進
の
お
願
い
。


改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
施
行
に
向

け
た
周
知
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
二
年
か
ら
、
障
害
者
雇
用
納

付
金
制
度
の
対
象
事
業
主
が
従
来
の
常
用

労
働
者
三
百
一
人
以
上
か
ら
二
百
一
人
以

上
に
拡
大
さ
れ
る
ほ
か
障
害
者
雇
用
率
制

度
に
短
時
間
労
働
者
が
算
入
さ
れ
、
さ
ら

に
除
外
率
適
用
業
種
に
お
い
て
も
除
外
率

が
一
律
一
〇
％
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
に
伴
い
新
た
な
障
害
者
の
雇
用
義
務

が
発
生
す
る
な
ど
様
々
な
懸
念
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
早
い
段
階
の
周
知
の
お

願
い
。


特
別
支
援
学
校
の
新
規
学
校
卒
業
予
定

者
に
つ
い
て

　

一
般
の
新
規
学
校
予
定
者
と
同
様
、
厳

し
い
環
境
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
採
用
の
拡

大
及
び
職
場
実
習
の
受
け
入
れ
な
ど
、
積

極
的
な
取
り
組
み
の
お
願
い
。


障
害
者
多
数
雇
用
事
業
所
や
福
祉
施
設

等
の
仕
事
の
確
保
に
つ
い
て

　

障
害
者
を
多
数
雇
用
し
て
い
る
事
業
所

や
福
祉
施
設
等
、
仕
事
の
確
保
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
事
業
所
等
へ
の
発

注
の
お
願
い
。

　

第
四
十
九
回
商
工
会
全
国
大
会
が
、
十
一
月
十
九
日
㈭
午
後
一

時
か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣
代
理
瀧
野
内
閣
官
房
副
長
官
、
直
嶋
経

済
産
業
大
臣
、
自
民
党
大
島
幹
事
長
ほ
か
多
く
の
国
会
議
員
等
の

列
席
を
得
て
、
全
国
各
地
か
ら
三
〇
〇
〇
人
の
会
員
が
参
加
し
、

東
京
渋
谷
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

本
件
か
ら
は
、各
商
工
会
か
ら
二
十
七
名
の
役
職
員
が
参
加
し
、

大
会
の
進
行
を
見
守
っ
た
。

商
工
会
全
国
大
会

商
工
会
全
国
大
会

　

中
小
企
業
庁
長
官
及
び
全
国
連
会

長
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　

事
業
推
進
優
良
商
工
会
等
と
し
て

は
「
福
祉
共
済
」、「
商
工
貯
蓄
共
済
」

の
計
二
十
二
数
商
工
会
等
の
表
彰
が

あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
代
表
が
受
賞
し
た
。

　

な
お
、
島
根
県
関
係
の
表
彰
は
次

の
と
お
り
。

【
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰
】

　

○
優
良
商
工
会
青
年
部

　
　
　

隠
岐
國
商
工
会
青
年
部

　

○
優
良
常
勤
職
員

　
　
　

葛
西　

章

（
県
連
専
門
経
営
指
導
員
）

【
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
】

　

○
役
員
功
労
者　
　

十
三
名

　

○
優
良
常
勤
職
員　
　

四
名

　
　
　
　
　
　
　

計　

十
七
名

　

○
事
業
推
進
優
良
商
工
会
等

　
　

商
工
貯
蓄
共
済
（
新
規
加
入
口
数
）

　
　
　
　

出
雲
商
工
会

優
良
商
工
会
等
の
表
彰

第
49
回

「
障
害
者
の
雇
用
の

「
障
害
者
の
雇
用
の

維
持
・
雇
用
機
会
の
拡
大
に
係
る
要
請
」

維
持
・
雇
用
機
会
の
拡
大
に
係
る
要
請
」

ステージ全景
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　去る11月10日、「しまね地域資源産業活性化基金」
の第5回助成事業審査会がサンラポーむらくも（松江
市殿町）で開催されました。
　当日は、17社の事業担当者が申請事業のプレゼン
テーションを行い、厳正なる審査の結果、９事業が採
択されました。
　今後、当会は支援機関と連携しながら事業化への取
り組みを支援していくことにしています。
　なお、次回の公募は平成22年４月を予定しており
ますので、地元商工会へお気軽にご相談ください。

( )

第５回審査会で

助成金交付事業
９事業を採択

１．事業概要　　農林水産品、鉱工業品、加工技術、観光資源などの地域資源を活用した新商品、新サービスの研究開

発・販路開拓の初期段階の事業について必要な経費の一部を助成します。

２．交付の対象　県内に事業所を有する中小企業者、事業協同組合、協業組合、ＮＰＯ、創業者、支援事業者など

３．助成率・助成額・助成期間

４．応募方法

　応募書類等の配布、受付は、最寄りの商工会、商工会議所、島根県中小企業団体中央会、しまね産業振興財団にな

ります。

助成対象者 助成率 助成金総額 助成期間

中小企業者等 ２／３以内
（通常は1/2以内、特例として平成21
年度から３年間の採択事業に適用）

50万円～500万円 ２年以内
支援事業者

しまね地域資源産業活性化基金

プレゼンテーションの様子
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講
義
初
日
は
、
創
業
者
の
体
験

談
と
し
て
、
創
業
塾
の
卒
業
生
で
、

カ
ラ
コ
ロ
工
房
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー

シ
ョ
ッ
プ
を
経
営
さ
れ
て
い
る
松
尾

容
子
さ
ん
よ
り
「
起
業
の
心
構
え
」

と
題
し
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
起
業
し
た
動
機
、
自
分
自
身

が
明
確
な
目
標
を
持
つ
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
自
己
紹
介
で
受
講
生
の

皆
さ
ん
に
は
創
業
塾
に
参
加
し
た

き
っ
か
け
、
創
業
の
夢
に
つ
い
て

語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
布
野
講
師
よ
り
「
カ

フ
ェ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
マ
ー

ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
」
に
つ
い
て
。

　

三
日
目
は
、
塩
田
講
師
よ
り
「
財

務
の
基
礎
知
識
」
を
学
び
演
習
問
題

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
創

業
塾
卒
業
生　

稲
元
み
ゆ
き
さ
ん

（
二
〇
〇
五
年
卒　

フ
レ
ン
チ
カ
フ
ェ

　

ミ
ッ
シ
ェ
ル
）、
起
業
さ
れ
た
岡
﨑

朋
江
さ
ん
（
二
〇
〇
八
年
卒　

フ
ィ

ト
セ
ラ
ピ
プ
ー
レ
イ
ス　

ミ
ン
ト
ハ

ウ
ス
）
を
お
招
き
し
て
体
験
談
を
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
義
終
了

後
、
お
二
人
を
囲
み
交
流
会
を
開
催

し
多
数
の
受
講
生
の
方
々
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

四
日
目
か
ら
は
布
野
・
塩
田
両
講

師
よ
り
事
業
計
画
策
定
に
つ
い
て
の

講
義
を
受
け
た
後
に
六
班
に
分
か
れ

て
事
業
計
画
書
を
作
成
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
受
講
者
同
士
の
情
報
交

換
や
参
考
資
料
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
の
情
報
収
集
を
行
い
、
夢
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
両

講
師
は
そ
れ
ぞ
れ
の
班
を
回
り
、
フ
ォ

ロ
ー
と
個
別
の
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

六
日
目
の
創
業
塾
最
終
日
は
、
受

講
生
に
よ
る
創
業
計
画
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
一
人
十
五
分
の
持
ち
時
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
創
業
へ
の
熱
い
思

い
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
発
表
終

了
後
、
両
先
生
か
ら
講
評
を
い
た
だ

き
、
的
場
支
所
長
よ
り
修
了
証
の
授

与
と
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
全
日
程

を
終
了
し
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
五
日
に
は
事
業
計
画
を

よ
り
具
体
化
す
る
た
め
に
、
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
講
師
は
引
き
続
き
、
布
野
・

塩
田
両
講
師
に
お
願
い
し
、
創
業
へ

の
流
れ
の
復
習
、
事
業
計
画
に
つ
い

て
の
再
点
検
な
ど
の
講
習
を
行
い
ま

し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
は
個
別
相

談
会
を
開
催
し
、
両
講
師
は
受
講
生

に
創
業
に
向
け
て
の
指
導
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
六
日
〜
十
月
十
一
日
の
土
曜
日
・
日
曜
日
の
六
日
間
、「
女
性
の
た

め
の
創
業
塾
」
を
間
催
し
ま
し
た
。

　

県
内
各
地
よ
り
二
十
二
名
が
参
加
さ
れ
、
創
業
に
向
け
て
の
心
構
え
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
知
識
や
事
業
計
画
書
の
作
成
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
講
師
は
、
中
小
企
業
診
断
士
の
布
野
眞
由
美
さ
ん
、
塩

田
典
照
さ
ん
に
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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島
根
県
商
工
会
連
合
会
と
島
根
県

商
工
会
青
年
部
連
合
会
の
主
催
に
よ

る
平
成
二
十
一
年
度
創
業
人
材
育
成

事
業
・
経
営
革
新
塾
を
、
松
江
市
の

「
島
根
県
民
会
館
三
〇
七
会
議
室
」

に
お
い
て
、
九
月
二
十
四
日
か
ら
十

月
二
十
八
日
の
一
ヶ
月
間
に
全
八
回

の
コ
ー
ス
で
開
催
し
、
二
十
六
名
の

受
講
生
が
学
び
ま
し
た
。

　

講
師
は
昨
年
に
引
き
続
き
伊
豆
田

功
氏
（
㈱
ア
イ
ム
サ
プ
ラ
イ
）
、
金

原
光
弘
氏
（

グ
レ
フ
コ
ン
サ
ル
）
、

岡
本
泰
之
氏
（
岡
本
診
断
士
事
務

所
）、
久
保
田
浩
二
氏
（
Ｉ
Ｔ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
）
の
四
名
の
専
門
講
師

を
招
い
て
開
講
し
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
「
不
況
に
負
け
る
な
！
変
革
期

の
儲
か
り
ビ
ジ
ネ
ス
経
営
革
新
」
を

テ
ー
マ
に
県
青
連
の
事
業
承
継
委
員

会
で
検
討
を
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
環
境
の
変
化
と
光
る

企
業
価
値
と
題
し
、
今
求
め
ら
れ
て

い
る
企
業
価
値
と
は
何
か
、
ま
た
経

営
者
に
と
っ
て
の
企
業
価
値
と
は
何

か
な
ど
、
経
営
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
源
泉
を
探
る
ワ
ー
ク
を
行
い
ま

し
た
。

　

二
日
目
は
、
過
去
と
現
在
、
そ
し

て
未
来
の
つ
な
が
り
を
理
解
し
、
的

確
な
現
状
分
析
を
行
い
、
不
況
下
の

戦
略
策
定
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
、
三

日
目
は
数
字
を
活
か
し
た
経
営
を
行

う
と
題
し
、
財
務
計
画
の
作
り
方
や

数
値
の
分
析
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
、
四
日
目
か
ら
六
日
目
に
か
け
て

は
、
六
つ
の
班
に
分
か
れ
仮
想
企
業

の
経
営
者
と
し
て
、
経
営
革
新
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
グ
ル
ー

プ
討
議
に
よ
り
事
業
計
画
を
策
定

し
、
そ
の
事
業
計
画
を
実
際
に
金
融

機
関
（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）
に
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。

　

七
日
目
は
自
社
の
経
営
計
画
に
つ

い
て
作
成
を
行
い
、
最
終
日
に
そ
の

経
営
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

受
講
生
は
建
設
業
、製
造
業
、サ
ー

ビ
ス
業
、
小
売
業
な
ど
の
業
種
に
加

え
、
公
務
員
や
社
会
福
祉
法
人
関
係

者
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
様
々

な
業
界
の
方
が
集
ま
っ
た
こ
と
か

ら
、
こ
れ
か
ら
も
本
講
座
の
よ
う
な

企
画
が
ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ
て
く

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

全
講
座
を
出
席
し
修
了
証
を
授
与

し
た
受
講
生
は
十
名
と
少
な
め
で
し

た
が
、
最
後
は
講
師
を
交
え
情
報
交

換
を
兼
ね
て
、
交
流
会
を
開
催
し
本

塾
を
終
了
し
ま
し
た
。

創
業
人
材
育
成
事
業

『
2
0
0
9
経
営
革
新
塾
』

松
江
市
「
島
根
県
民
会
館
」
で
開
催
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経営者の退職金制度を知っていますか？経営者の退職金制度を知っていますか？経営者の退職金制度を知っていますか？ 

退職金制度 

「小規模企業共済」ってのは 
経営者が事業をやめたり、

役員を退いたときなどに備える 

なんだって ！

将来もらえる共済金は 
一括で受け取ると 

になって税制上の 
Ｗメリット ！

退職所得扱い 

にもなるのよ！

108,000円の節税！ 

毎月3万円の 
掛金（年間36万円）で 
例えば課税対象所得 
400万円の方ならば 
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島
根
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
地

域
資
源
∞
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
環
と
し
て
、
十
二
月
に
東
京

ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
「
イ

ン
テ
リ
ア
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
リ
ビ
ン

グ
展
」
に
出
展
し
ま
し
た
。
期
間
三

日
間
で
百
貨
店
や
専
門
店
な
ど
の
小

売
業
者
を
中
心
に
二
万
人
が
来
場
し

ま
し
た
。
会
場
で
は
テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ

ア
か
ら
ス
テ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ー
、
イ
ン

テ
リ
ア
グ
ッ
ズ
、
家
具
、
照
明
な
ど

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
彩
る
洗
練
さ
れ

た
様
々
な
プ
ロ
ダ
ク
ツ
が
世
界
中
か

ら
集
い
ま
し
た
。

　

当
ブ
ー
ス
で
は
石
見
地
方
の
九
事

業
者
が
共
同
で
開
発
し
た
和
紙
・
陶

器
・
木
材
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用

し
た
新
商
品
四
十
ア
イ
テ
ム
を
展
示

し
ま
し
た
。

　

地
域
資
源
∞
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
島
根
県
商
工
会
連
合
会
が
幹

事
と
な
り
石
央
商
工
会
・
美
濃
商
工

会
・
津
和
野
町
商
工
会
な
ら
び
に
江

津
商
工
会
議
所
と
共
同
で
実
施
し
て

い
る
事
業
で
す
。

　

事
業
テ
ー
マ
は
「
石
見
地
方
の
地

域
資
源
を
活
用
し
た
生
活
関
連
製
品

群
の
開
発
・
販
路
開
拓
」
で
あ
り
販

路
開
拓
の
中
心
事
業
と
し
て
「
イ
ン

テ
リ
ア
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
リ
ビ
ン
グ

展
」
に
出
展
し
ま
し
た
。
本
事
業
で

開
発
し
た
商
品
は
す
べ
て
が
新
た
に

開
発
し
た
商
品
で
あ
り
リ
ビ
ン
グ
展

が
初
の
お
披
露
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
展
示
会
出
展
で
は
販

路
開
拓
を
行
う
こ
と
を
メ
イ
ン
と
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
試
作
段
階
で

あ
る
開
発
商
品
の
評
価
と
改
良
点
の

洗
い
出
し
、
他
社
が
開
発
し
て
い
る

商
品
の
情
報
収
集
も
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

補
助
事
業
は
年
度
末
で
終
了
し
ま

す
が
、
石
見
の
地
域
資
源
を
活
用
し

た
生
活
関
連
商
品
の
開
発
と
い
う
事

業
自
体
は
や
っ
と
ス
タ
ー
ト
に
立
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

地
域
資
源
∞
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
石
見
」
か
ら

　
　

こ
れ
か
ら
の
時
代
の

生
活
工
芸
品
を
全
国
に
発
信


